
 

 

 

 

 

 

１ 調査の目的 
 

当該調査は、平成２７年度から本格施行される予定の子ども・子育て支援新制度に基づき策定する

「新居浜市子ども・子育て支援事業計画」の基礎資料となるものです。 

調査の設問項目は、国において必須項目が提示され、あとは地域の特性に応じた設問を設定するこ

ととなりますが、事業計画に反映させるための教育・保育や地域子育て支援にかかる利用者ニーズ量

の見込みをできるだけ正確に把握することが必要となります。 

※現時点では、国からの最終案の提示は、８月になると見込まれています。 

 

２ 独自項目の設定 
 

      当該計画は、平成２２年３月に策定した「新居浜市次世代育成支援行動計画（後期計画）」に代わる

ものであり、その際に実施したニーズ調査との一定の関連付けが必要となることから、次の設問につい

て市の独自項目として設定しました。 

     ・問１０  子育てに関わる時期ごとに求められるサポート（自由回答） 

     ・問１８  夜間保育に対する利用希望 

     ・問３１  仕事と子育ての両立 

     ・問３２  理想の子どもの人数と実際との差及び理由 

     ・問３３  子育てに対する不安や負担 

     ・問３４  一番望んでいる子育て支援策 

 

３ 設問項目の内訳 
 
    【 住 ん で い る 地 域 】    問１ ・・・ サービス供給にあたっては、区域の設定が必要となる 

 

【子どもと家庭の状況】     問２ ～ 問６ 

 

【子どもの育ちの環境】     問７ ～ 問１０ 

 

【保護者の就労状況】     問１１ ～ 問１３ 

 

【教育・保育の利用希望】    問１４ ～ 問２２ ・・・ 休日、夜間、病児・病後児、一時預かりを含む 

 

【地域子育て支援拠点】     問２３ ～ 問２９ ・・・ 放課後児童クラブを含む 

 

  【育 児 休 業 制 度 等 】     問３０ ～ 問３１ ・・・ ワークライフバランスとの関連付け 

 

【子どもの人数と子育て】    問３２ ～ 問３５ 

 
『新居浜市子ども・子育て支援に関するニーズ 

 調査』実施における考え方 



【 新居浜市子ども・子育て支援に関するニーズ調査票(たたき台) 】 

 

問１ お住まいの地区の番号１つに○をつけてください。 

 

１ 惣開小学校区     ２ 若宮小学校区     ３ 新居浜小学校区     ４ 宮西小学校区 

５ 金子小学校区     ６ 金栄小学校区     ７ 高津小学校区       ８ 浮島小学校区 

９ 垣生小学校区    １０ 神郷小学校区    １１ 多喜浜小学校区    １２ 泉川小学校区 

 １３ 中萩小学校区    １４ 大生院小学校区  １５ 角野小学校区      １６ 船木小学校区 

 １７ 別子小学校区 

 

問２ あて名のお子さまの生年月日をご記入ください。    平成 □□ 年  ・  □□月生まれ 

 

問３ あて名のお子さまのきょうだいは何人いらっしゃいますか？あて名のお子さまを含めた人数

をご記入ください。また、お二人以上のお子さまがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月

をご記入ください。 

 

     きょうだい数  □人       末子の方の生年月   平成 □□ 年  ・  □□月生まれ 

 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか？あて名のお子さまからみた関係でお答え

ください（○は１つ）。 

 

     １ 母 親     ２ 父 親     ３ その他（具体的内容：                        ） 

 

問５ この調査票にご回答いただく方の配偶関係について、次のいずれかの番号に○をつけてく

ださい。 

 

１ 配偶者がいる            ２ 配偶者はいない 

 

問６ あて名のお子さまの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか？あて名の

お子さまからみた関係でお答えください（○は１つ）。 

 

１ 父母両方       ２ 主に母親       ３ 主に父親       ４ 主に祖父母 

５ その他（具体的内容：                                                ） 

 

問７ あて名のお子さまの子育て（教育を含む）に関して、もっとも大切だと思われる環境につい

て、次のあてはまる番号３つまで○をつけてください。 

 

１ 家 庭    ２ 親 族    ３ 友人・知人    ４ 地 域    ５ 保育園    ６ 幼稚園 

７ 子育て支援センターなどの施設   ８ 小学校   ９ 放課後児童クラブ   １０ スポーツクラブ 

 １１ 学習塾（習い事）   １２ その他（具体的内容：                              ） 



問８ 日頃、あて名のお子さまをみてもらえる親族・知人はいますか？次のあてはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

 

１ 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２ 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３ 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４ 緊急時もしくは用事の際には子どもを見てもらえる友人・知人がいる 

５ いずれもいない  ⇒  問９へ 

 

問８－１ 問８で「１または２」に○をつけた方にうかがいます。祖父母等の親族にお子さまをみて

もらっている状況について、次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して継続的に子ど

もをみてもらっている 

２ 祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配だが、無理してみてもらっている 

３ 祖父母等の親族の精神的な負担や時間的制約が大きく心配だが、無理してみてもらっている 

４ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しいが、仕方なくみてもらっている 

５ 子どもの教育や発達にとってふさわしい環境かどうか不安があるが、仕方なくみてもらっている 

６ その他（具体的内容：                                    ）  ⇒  問９へ 

 

問８－２ 問８で「３または４」に○をつけた方にうかがいます。友人・知人にお子さまをみてもらっ

ている状況について、次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して継続的に子どもを 

 みてもらっている 

２ 友人・知人の身体的負担が大きく心配だが、無理してみてもらっている 

３ 友人・知人の精神的な負担や時間的制約が大きく心配だが、無理してみてもらっている 

４ 自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しいが、仕方なくみてもらっている 

５ 子どもの教育や発達にとってふさわしい環境かどうか不安があるが、仕方なくみてもらっている 

６ その他（具体的内容：                                     ）  ⇒  問９へ 

 

問９ あて名のお子さまの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか？ま

た、相談できる場所はありますか？次のあてはまる項目いずれかに○をつけてください。 

 

い る／あ る  ⇒  問９－１へ           いない／な い  ⇒  問１０へ 

 

問９－１ 問９で「いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さまの子育て（教育を含む）

に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。次のあてはまる番号すべてに○を

つけてください。 

 

問８－１へ 

問８－２へ 



１ 祖父母等の親族      ２ 友人・知人      ３ 隣近所の人      ４ 地域の世話役 

５ 民生児童委員（主任児童委員）     ６ 保育園     ７ 幼稚園     ８ 小学校 

９ 子育て支援施設（児童センター、放課後児童クラブ、地域子育て支援センターなど）  

 １０ 保健センター     １１ かかりつけの病院     １２ 市役所の子育て関連窓口 

 １３ その他（具体的内容：                                                ） 

 

問１０ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人や子育て支援に関わる施設など）からど

のようなサポートがあればよいと思われますか？次のそれぞれの時期において、具体的

な内容をご記入ください。 

 

【妊 娠 中】 

 

【出 産 後】 

 

【乳幼児期】 

 

【学 童 期】 

 

問１１ あて名のお子さまの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてう

かがいます。 

 

（１）【母 親】 あてはまる番号１つに○をつけてください。 ※父子家庭の場合、記入は不要です。 

 

     １ フルタイム（１週５日かつ１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・ 

育休・介護休業中ではない 

 ２ フルタイム（同上）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

 ３ パート・アルバイト等（フルタイムに該当しない就労）で就労しており、 

   産休・育休・介護休業中ではない 

 ４ パート・アルバイト等（同上）で就労しているが、産休・育休・介護休業 

中である 

 ５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

      ６ これまでに就労したことがない 

 

（１）－１ （１）で「１～４」に○をつけた方にうかがいます。週当たりの「就労日数」、１日当たり

の「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定で

ない場合は、最も多いパターンについてお答えください。なお、産休・育休・介護休

業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 

１週当たり  □日   ・   １日当たり  □□時間 

 

（１）－１へ 

問１３へ 



（１）－２ （１）で「１～４」に○をつけた方にうかがいます。家を出る時間と帰宅時間をお答えく

ださい。時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。なお、

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。時

間は必ず(例)０８～１８時のように、２４時間制でご記入ください。 

 

家を出る時間  □□時   ・   帰宅時間  □□時間 

 

（２）【父 親】 あてはまる番号１つに○をつけてください。 ※母子家庭の場合、記入は不要です。 

 

１ フルタイム（１週５日かつ１日８時間程度の就労）で就労しており、育休・ 

介護休業中ではない 

 ２ フルタイム（同上）で就労しているが、育休・介護休業中である 

 ３ パート・アルバイト等（フルタイムに該当しない就労）で就労しており、 

   育休・介護休業中ではない 

 ４ パート・アルバイト等（同上）で就労しているが、育休・介護休業中で 

ある 

 ５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

      ６ これまでに就労したことがない 

 

（２）－１ （２）で「１～４」に○をつけた方にうかがいます。週当たりの「就労日数」、１日当たり

の「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定で

ない場合は、最も多いパターンについてお答えください。なお、育休・介護休業中の

方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 

           １週当たり  □日   ・   １日当たり  □□時間 

 

（２）－２ （２）で「１～４」に○をつけた方にうかがいます。家を出る時間と帰宅時間をお答えく

ださい。時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。なお、

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。時間は必

ず(例)０８～１８時のように、２４時間制でご記入ください。 

 

家を出る時間  □□時   ・   帰宅時間  □□時間 

 

問１２ 問１１の（１）または（２）で「３～４（パート・アルバイト等での就労）」に○をつけた方にうか

がいます。該当しない場合は、問１３へお進みください。 

フルタイムへの転職希望はありますか。次のあてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

（１）母親  １ フルタイム（１週５日かつ１日８時間程度の就労）への転職希望があり、実現できる見込み

がある 

２ フルタイム（同上）への転職希望はあるが、実現できる見込みはない 

（２）－１へ 

問１３へ 



３ パート・アルバイト等（フルタイム以外）の就労を続けることを希望している 

４ パート・アルバイト等（同上）をやめて、子育てや家事などに専念したい 

 

（２）父親  １ フルタイム（１週５日かつ１日８時間程度の就労）への転職希望があり、実現できる見込み

がある 

２ フルタイム（同上）への転職希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（フルタイム以外）の就労を続けることを希望している 

４ パート・アルバイト等（同上）をやめて、子育てや家事などに専念したい 

 

問１３ 問１１の（１）または（２）で「５～６（就労していない）」に○をつけた方にうかがいます。該当

しない方は、問１４へお進みください。 

就労したいという希望はありますか。次のあてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、

該当する□内には数字をご記入ください。 

 

（１）母親  １ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

           ２ １年より先、一番下の子どもが □□歳になった頃に就労したい 

           ３ すぐに、もしくは１年以内に就労したい 

 

            ⇒ 希望する就労形態   ア フルタイム（１週５日かつ１日８時間程度の就労） 

                                      イ パートタイム・アルバイト等（フルタイム以外） 

 

            ⇒ 希望する就労日数・時間数    １週当たり  □日  ・  １日当たり  □□時間 

 

（２）父親  １ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

          ２ １年より先、一番下の子どもが □□歳になった頃に就労したい 

          ３ すぐに、もしくは１年以内に就労したい 

 

            ⇒ 希望する就労形態   ア フルタイム（１週５日かつ１日８時間程度の就労） 

                                      イ パートタイム・アルバイト等（フルタイム以外） 

 

            ⇒ 希望する就労日数・時間数    １週当たり  □日  ・  １日当たり  □□時間 

 

問１４ あて名のお子さまは、現在、幼稚園や保育所などの定期的な教育・保育事業を利用され

ていますか。次のいずれかの番号に○をつけてください。 

     ※定期的な教育・保育事業とは、月単位で利用する幼稚園、保育所、認可外保育施設な

どの事業を指し、親族や知人による預かりは含みません（以下同じ）。 

 

１ 利用している  ⇒  問１４－１へ      ２ 利用していない  ⇒  問１４－５へ 

 

 



問１４－１ 問１４－１～４は、問１４で「１ 利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

 あて名のお子さまは、平日どのような教育・保育事業を利用していますか。年間を通 

 じて定期的に利用している事業のうち、次のあてはまる番号すべてに○をつけてくだ 

 さい。 

 

１ 認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で、都道府県等の認可を受けたもの） 

２ 認可外保育施設（上記認可を受けていないもの） 

３ 事業所内保育施設（企業が主に従業員のために運営する施設） 

４ 幼稚園（通常の就園時間の利用） 

５ 幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かるもので、定期的な利用のみ） 

６ 認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

７ ファミリーサポートセンター（地域住民が子どもを預かる事業） 

８ その他（具体的内容：                                             ） 

 

問１４－２ 平日に定期的に利用している教育・保育事業について、現在どのくらい利用していま

すか。また、今後の希望としてはどのくらい利用したいですか。次の□内に具体的な

数字をご記入ください。利用したい時間帯は必ず(例)０８～１８時のように、２４時間制

でご記入ください。 

 

（１）現在   １週当たり  □日  ・  １日当たり  □□時間（ □□時 ～ □□時 ） 

 

（２）希望   １週当たり  □日  ・  １日当たり  □□時間（ □□時 ～ □□時 ） 

 

問１４－３ 現在、定期的に利用している教育・保育事業の実施場所についてうかがいます。次

のいずれかの番号に○をつけてください。 

 

１ 居住している小学校区内 

２ 居住している小学校区外の市内  

３ 市外（         市町） 

 

問１４－４ 平日に定期的に教育・保育事業を利用されている理由についてうかがいます。主な

理由として、次のもっともあてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１ 子どもの教育や発達のため 

２ 子育て（教育を含む）をしている方が現在就労しているため 

３ 子育て（教育を含む）をしている方が就労予定、または求職中であるため 

４ 子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを介護しているため 

５ 子育て（教育を含む）をしている方が病気や障害があるため 

６ 子育て（教育を含む）をしている方が学生であるため 

７ その他（具体的内容：                                             ） 



問１４－５ 問１４で「２ 利用していない」に○をつけた方にうかがいます。利用していない理由と

して、次のもっともあてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

１ 父母が子どもをみており、利用する必要がないため 

２ 子どもの祖父母や親戚の人がみているため 

３ 近所の人や父母の友人・知人がみているため 

４ 利用したいが、保育・教育の事業に空きがないため 

５ 利用したいが、経済的な理由で事業を利用できないため 

６ 利用したいが、夜間等の時間帯の条件が合わないため 

７ 利用したいが、休日等の曜日の条件が合わないため 

８ 利用したいが、事業の質や場所など、満足できる事業がないため 

９ 子どもがまだ小さいため（□□歳くらいになれば利用しようと考えている） 

 １０ その他（具体的内容：                                            ） 

 

問１５ 現在、利用している・利用していないにかかわらず、あて名のお子さまの平日の教育・保

育事業として、定期的に利用したいと考える事業のうち、次のあてはまる番号すべてに○

をつけてください。なお、これらの事業の利用には、利用者負担が発生することを前提に

お答えください。 

 

１ 認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で、都道府県等の認可を受けたもの） 

２ 認可外保育施設（上記認可を受けていないもの） 

３ 事業所内保育施設（企業が主に従業員のために運営する施設） 

４ 幼稚園（通常の就園時間の利用） 

５ 幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かるもので、定期的な利用のみ） 

６ 認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

７ ファミリーサポートセンター（地域住民が子どもを預かる事業） 

８ その他（具体的内容：                                              ） 

 

問１５－１ 教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。次のいずれかの番号に○

をつけてください。 

 

１ 居住している小学校区内   ２ 居住している小学校区外の市内   ３ 市外（        市町） 

 

問１６ あて名のお子さまについて、土曜日・日曜日及び祝日に、定期的な教育・保育事業の利

用希望はありますか（ただし、一時的な利用は除きます）。次のあてはまる番号１つに○を

つけ、希望がある場合には、利用したい時間帯は必ず(例)０８～１８時のように、２４時間

制でご記入ください。なお、これらの事業の利用には、利用者負担が発生することを前提

にお答えください。 

 

 



（１） 土曜日      １ 利用する必要はない 

                 ２ ほぼ毎週利用したい            利用したい時間帯 

                 ３ 毎月２回程度は利用したい          □□時 から □□時まで 

 

（２）日曜日・祝日  １ 利用する必要はない 

                 ２ ほぼ毎週利用したい            利用したい時間帯 

                 ３ 毎月２回程度は利用したい          □□時 から □□時まで 

 

問１６－１ 問１６の（１）または（２）で、「３ 毎月２回程度は利用したい」に○をつけた方にうかが

います。毎週ではなく、毎月２回程度利用する理由は何ですか。次のあてはまる番号

すべてに○をつけてください。 

 

１ 毎月決まって仕事が入るため 

２ 平日に済ませられない用事をまとめて済ませる必要があるため 

３ 親族の介護や手伝いが必要なため 

４ 息抜きをするため 

５ その他（具体的内容：                                            ） 

 

問１７ 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

あて名のお子さまについて、夏休み・冬休みなど長期休暇中の教育・保育事業の利用を希

望しますか。次のあてはまる番号１つに○をつけ、希望がある場合には、利用したい時間

帯は必ず(例)０８～１８時のように、２４時間制でご記入ください。なお、これらの事業の利

用には、利用者負担が発生することを前提にお答えください。 

 

１ 利用する必要はない 

２ 休み期間中、ほぼ毎日利用したい        利用したい時間帯 

３ 休み期間中、週に数回利用したい          □□時 から □□時まで 

 

問１７－１ 問１７で「３ 週に数回利用したい」に○をつけた方にうかがいます。毎日ではなく、週

に数回の理由は何ですか。次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 週に数回の仕事が入るため 

２ 毎日決まって済ませられない用事をまとめて済ませる必要があるため 

３ 親族の介護や手伝いが必要なため 

４ 息抜きをするため 

５ その他（具体的内容：                                             ） 

 

 

 

 



問１８ あて名のお子さまについて、夜間（夜７時以降）における教育・保育事業の利用希望はあ

りますか（ただし、一時的な利用は除きます）。次のあてはまる番号１つに○をつけ、希望

がある場合には、利用したい時間帯は必ず(例)１９～２２時のように、２４時間制でご記入

ください。なお、事業の利用には、利用者負担が発生することを前提にお答えください。 

 

１ 利用する必要はない 

      ２ ほぼ毎日利用したい           利用したい時間帯 

      ３ 週に数回利用したい             □□時 から □□時まで 

 

問１８－１ 問１８で「２ ほぼ毎日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。ほぼ毎日利用す

る理由は何ですか。次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 夜間の仕事をしているため（具体的内容：                                ） 

２ 日中に済ませられない用事を、夜間にまとめて済ませる必要があるため 

３ 終日、親族の介護や手伝いが必要なため 

４ その他（具体的内容：                                             ） 

 

問１８－２ 問１８で「３ 週に数回利用したい」に○をつけた方にうかがいます。毎日ではなく、週

に数回の理由は何ですか。次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 週に数回、夜間の仕事があるため（具体的内容：                            ） 

２ 日中に決まって済ませられない用事を、夜間に済ませる必要があるため 

３ 親族の介護や手伝いが必要なため 

４ その他（具体的内容：                                             ） 

 

問１９ 平日に定期的な教育・保育事業を利用していると回答された方（問１４で「１」に○をつけ

た方）にうかがいます。 ⇒ 利用していない方は、問２０へお進みください。 

この１年間に、あて名のお子さまが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことは 

ありますか。次のいずれかの番号に○をつけてください。 

 

１ あった  ⇒  問１９－１へ        ２ なかった  ⇒  問２０へ 

 

問１９－１ あて名のお子さまが病気やケガで普段利用している教育・保育事業が利用できなか

った場合に、最近１年間に行った対処方法として、次のあてはまる記号すべてに○を

つけ、それぞれ該当する日数を□内に数字でご記入ください（半日程度の場合であっ

ても、１日としてカウントしてください）。 

 

 

 

 



ア 父親が休んだ                                      □□ 日 

イ 母親が休んだ                                      □□ 日 

ウ 親族・知人に子どもをみてもらった                □□ 日 

エ 父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた  □□ 日 

オ 病児・病後児保育（なかよし園）を利用した           □□ 日 

カ 認可外保育施設を利用した                    □□ 日 

キ ファミリーサポートセンターを利用した                  □□ 日 

ク 子どもだけで留守番させた                           □□ 日 

ケ その他（具体的内容：                     ）  □□ 日 

 

問１９－２ 問１９－１で「ア」または「イ」のいずれかに回答された方にうかがいます。 

       その際、できれば「病児・病後児保育（なかよし園）を利用したい」と思われましたか。

次のいずれかの番号に○をつけ、日数についても□内に数字をご記入ください。 

 なお、病児・病後児保育（なかよし園）の利用には、利用料負担が発生することを前提 

 にお答えください。 

 

１ できれば病児・病後児保育を利用したい     □□日   ⇒   問１９－３へ 

 

２ 利用したいとは思わない                         ⇒   問１９－４へ  

 

問１９－３ 問１９－２で「１ できれば病児・病後児保育を利用したい」に○をつけた方にうかがいます。

上記の目的でお子さまを預ける場合、次のどの事業形態が望ましいと思われますか。

次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 他の施設（例：幼稚園や保育園など）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２ 小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３ 地域子育て支援施設において子どもを保育する事業 

４ ファミリーサポートセンター事業など子育て家庭の身近な場所で保育する事業 

５ その他（具体的内容：                                           ） 

 

問１９－４ 問１９－２で「２ 利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。そう思わ

れる理由について、次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 病児・病後児を他人にみてもらうことに不安があるため 

２ 病児・病後児保育事業の質に不安があるため 

３ 病児・病後児保育事業の利便性（場所・利用時間など）がよくないため 

４ 病児・病後児保育事業の利用に利用者負担が発生する（高い）ため 

５ 病児・病後児保育事業の利用料金がわからないため 

６ 父親または母親が仕事を休んでみるため 

７ その他（具体的内容：                                          ） 

問１９－５へ 

問１９－２へ 



問１９－５  問１９－１で「ウ～ケ」のいずれかに回答された方にうかがいます。 

        その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで対応したい」と思われましたか。

次のいずれかの番号に○をつけ、その日数を□内に数字でご記入ください。 

 

１ できれば仕事を休みたい   □□日   ⇒   問２０へ 

 

２ 仕事を休むことは難しい           ⇒   問１９－６へ 

 

問１９－６ 問１９－５で「２ 仕事を休むことは難しい」に○をつけた方にうかがいます。そう思わ

れる理由について、次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 子どもの看護理由には休みが取れないため 

２ 自営業であり、ちょうどの休みがとれないため 

３ 所定の休暇日数では足りず、休みがとれないため 

４ その他（具体的内容：                                           ） 

 

問２０ あて名のお子さまについて、日中の定期的な保育や病気以外に、私用、親の通院、不定

期の就労等の目的で、不定期に利用している事業はありますか。次のあてはまる番号す

べてに○をつけ、最近１年間のおおよその利用日数を□内に数字でご記入ください。 

 

１ 一時預かり（私用などで理由を問わずに保育所          □□日 

などを一時的に利用する事業） 

２ 幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長し          □□日 

  て利用する事業で不定期の場合のみ該当）  

３ ファミリーサポートセンター（地域住民が子どもを         □□日  

   一時的に預かる事業）  

４ 休日保育事業（日曜日・祝日において子どもを          □□日 

預かる事業で不定期のもの） 

      ５ 夜間擁護等事業：トワイライトステイ（児童養護          □□日 

        施設等で、休日・夜間に子どもを保護する事業） 

      ６ その他（具体的内容：                       ）  □□日 

７ 利用していない   ⇒   問２０－１へ 

 

問２０－１ 問２０で「６ 利用していない」と回答された方にうかがいます。 

現在利用していない理由は何ですか。次のあてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。 

 

１ 特に利用する必要がないため 

２ 利用したい事業がないため 

３ 現在行われている事業の質に不安があるため 

問２１へ 



４ 現在行われている事業の利便性（場所・利用時間など）がよくないため 

５ 現在行われている事業の利用に利用者負担が発生する（高い）ため 

６ 現在行われている事業の利用料金がわからないため 

７ 現在行われている事業の利用対象かどうかわからないため 

８ 現在行われている事業の利用方法（手続き等）がわからないため 

９ その他（具体的内容：                                            ） 

 

問２１ あて名のお子さまについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、１年間に何日く

らい事業を利用する必要があると思われますか。次のあてはまる番号・記号すべてに○

をつけ、それぞれ必要な日数を□内に数字でご記入ください。なお、事業を利用する場合

には、利用者負担が発生することを前提にお答えください。 

 

１ 利用したい   ⇒   問２１－１へ   計 □□ 日 

 

 

 

 

 

ア 私用（買物、習い事、心身のリフレッシュなど） □□ 日 

イ 冠婚葬祭、学校行事、親の通院など □□ 日 

ウ 不定期の就労 □□ 日 

エ その他（具体的内容：                 ） □□ 日 

 ２ 利用する必要はない   ⇒   問２２へ 

 

問２１－１ 問２１で「１ 利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問２１の目的でお子さまを預ける場合、次のどの事業形態が望ましいと思われますか。

次のあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１ 大規模施設で子どもを保育する事業（幼稚園・保育園など） 

２ 小規模施設で子どもを保育する事業（地域子育て支援拠点施設など） 

３ 子育て家庭の近くの場所で保育する事業（ファミリーサポートセンターなど） 

４ ファミリーサポートセンター事業など子育て家庭の身近な場所で保育 

５ その他（具体的内容：                                           ） 

 

問２２ 最近１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、家族の病気など）により、あて名のお子さまが

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つか

らなかった場合も含みます）。次のいずれかの番号に○をつけ、あった場合には、その場

合の対処方法として次のあてはまる記号すべてに○をつけ、それぞれ該当する日数を□

内に数字でご記入ください。 

 

 

 



１ あった 

この１年間の間の対処方法 該当する日数 

ア 親族・知人にみてもらった（同居者を含む） □□ 泊 

イ 東新学園（児童養護施設）のｼｮｰﾄｽﾃｲを利用した □□ 泊 

ウ 認可外保育施設等を利用した □□ 泊 

エ 仕方なく子どもを同行させた □□ 泊 

オ 子どもだけで留守番をさせた □□ 泊 

カ その他（具体的内容：                 ） □□ 泊 

 ２ なかった 

 

問２２－１ 問２２で「ア 親族・知人にみてもらった」と回答された方にうかがいます。それ以外を

回答された方は、問２５へお進みください。 

       その場合の困難度はどの程度でしたか。次のいずれかの番号に○をつけてください。 

 

１ 非常に困難       ２ どちらかといえば困難       ３ 特に困難ではない 

 

問２３ あて名のお子さまは、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談

したり、情報提供を受けたりする場所のことで、「つどいの広場」「子育て支援センター」等

と呼ばれています）を利用していますか。次のあてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。また、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。 

 

１ 地域子育て支援拠点事業（親子が一緒に集まって過ごしたり、相談したりする場所） 

         ⇒ １週当たり  □回   もしくは   １か月当たり  □□回程度 

 

２ １以外で、市において行われている類似の事業（具体的な名称：                   ） 

⇒ １週当たり  □回   もしくは   １か月当たり  □□回程度 

 

      ３ 利用していない 

 

問２４ 問２３の地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後利用

したい、あるいは利用日数を増やしたいと思いますか。次のあてはまる番号１つに○をつ

けて、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。なお、これらの事業の

利用には、利用者負担が発生することを前提にお答えください。 

 

１ これまで利用したことはないが、今後利用したい 

         ⇒ １週当たり  □回   もしくは   １か月当たり  □□回程度 

 

 



２ すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

⇒ １週当たり  さらに □回   もしくは   １か月当たり  さらに □□回程度 

 

      ３ 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

問２５ 下記の事業で知っているもの、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思う

ものをそれぞれお答えください。①～⑭の事業ごとにＡ～Ｃの各項目について、「はい・い

いえ」のいずれかに○をつけてください。 

 

事業名 ／ 各項目 
ＡＡＡＡ    

知っている 

ＢＢＢＢ    

これまでに利用したことがある 

ＣＣＣＣ    

今後利用したい 

①母親(父親)学級、育児学級 はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

②保健ｾﾝﾀｰの相談ｻｰﾋﾞｽ はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

③家庭教育に関する学級講座 はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

④保育園の子育て相談等 はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑤幼稚園の教育相談等 はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑥教育相談室 はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑦家庭児童相談室 はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑧地域子育て支援ｾﾝﾀｰ はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑨つどいの広場 はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑩子育てサロン はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑪児童センター（児童館） はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑫ファミリーサポートセンター はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑬子育て情報誌（ぱれっと等） はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

⑭市のホームページ はい     いいえ はい     いいえ はい     いいえ 

 

問２６ あて名のお子さまについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校

終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思われますか。次のあてはまる番号す

べてに○をつけ、それぞれに該当する日数を数字でご記入ください。 

また、「５ 放課後児童クラブ」と答えた方は、利用を希望する時間を□内に数字でご記入

ください。利用の時間は必ず(例)１８時のように、２４時間制でご記入ください。 

 

場    所    等 日   数 

１ 自 宅 週 □ 日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 



４ 児童センター・児童館 週 □ 日くらい 

５ 放課後児童クラブ（学童保育）  ※１ 
週 □ 日くらい 

⇒ 下校時から □□時まで 

６ 放課後子ども教室  ※２ 週 □ 日くらい 

７ ファミリーサポートセンター事業 週 □ 日くらい 

８ その他（具体的内容：                  ） 週 □ 日くらい 

※１ 放課後児童クラブ ・・・ 学童保育とも呼ばれるもので、保護者が就労等により 

昼間家にいない場合などに、指導員のもと、子どもの生

活の場を提供するものです。利用する場合には、一定の

個人負担が発生します。 

※２ 放課後子ども教室 ・・・ 地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公

民館で学習・スポーツ文化活動などを体験するもので、

保護者の就労の有無にかかわらず、すべての小学生が

利用できます。 

 

問２７ かなり先のことにはなりますが、あて名のお子さまについて、小学校高学年（４～６年生）

になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思

われますか。次のあてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれに該当する日数を数字で

ご記入ください。 

また、「５ 放課後児童クラブ」と答えた方は、利用を希望する時間を□内に数字でご記入

ください。利用の時間は必ず(例)１８時のように、２４時間制でご記入ください。 

 

場    所    等 日   数 

１ 自 宅 週 □ 日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３ 習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など） 週 □ 日くらい 

４ 児童センター・児童館 週 □ 日くらい 

５ 放課後児童クラブ（学童保育）  ※１ 
週 □ 日くらい 

⇒ 下校時から □□時まで 

６ 放課後子ども教室  ※２ 週 □ 日くらい 

７ ファミリーサポートセンター事業 週 □ 日くらい 

８ その他（具体的内容：                  ） 週 □ 日くらい 

       ※１及び※２は、上記記載のとおり 



問２８ 問２６及び問２７で「５ 放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さまについて、土曜日・日曜日及び祝日に放課後児童クラブの利用希望は

ありますか。次のあてはまる番号１つに○をつけ、希望がある場合には、利用したい時間

帯を必ず(例)０８～１８時のように、２４時間制でご記入ください。なお、事業の利用には、

一定の個人負担が発生することを前提にお答えください。 

 

     （１）土曜日     １ 低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時 から □□時まで 

３ 利用する必要はない 

 

     （２）日曜・祝日   １ 低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時 から □□時まで 

３ 利用する必要はない 

 

問２９ あて名のお子さまについて、夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中における放課後児童

クラブの利用希望はありますか。次のあてはまる番号１つに○をつけ、希望がある場合に

は、利用したい時間帯を必ず(例)０８～１８時のように、２４時間制でご記入ください。なお、

事業の利用には、一定の個人負担が発生することを前提にお答えください。 

 

      １ 低学年（１～３年生）の間は利用したい         利用したい時間帯 

２ 高学年（４～６年生）になっても利用したい        □□時 から □□時まで 

３ 利用する必要はない 

 

問３０ あて名のお子さまが生まれたとき、父母のどちらかもしくは双方が育児休業を取得しまし

たか。母親と父親のそれぞれについて、次のあてはまる番号１つに○をつけ、該当する

□内に数字をご記入ください。また、取得していない方はその理由をご記入ください。 

 

母  親 父  親 

 １ 働いていなかった  １ 働いていなかった 

 ２ 取得した（または取得中である）  ２ 取得した（または取得中である） 

 ３ 取得していない 

   ⇒ 取得していない理由（下からあてはまる

番号すべてを選んでご記入ください） 

 

 

 ３ 取得していない 

   ⇒ 取得していない理由（下からあてはまる 

番号すべてを選んでご記入ください） 

 

 



１ 職場に育児休業をとりにくい雰囲気があった  ２ 仕事が忙しかった 

３ （産休後に）早く仕事に復帰したかった      ４ 仕事に戻るのが難しい気がした 

５ 昇給・昇格に遅れが出そうだった         ６ 収入が減って生活が苦しくなる 

７ 保育園に預けることができた            ８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ 配偶者または親族にみてもらえた        １０ 子育てや家事に専念するため退職した 

 １１ 職場に育児休業の制度がなかった       １２ 有期雇用のため、育児休業の対象外 

 １３ 育児休業が取得できることを知らなかった   １４ 育児休業のことを知らずに退職した 

 １５ その他（具体的内容：                                          ） 

 

問３０－１ 子どもが原則１歳になるまで育児休業給付が支給される仕組み、また満３歳になるま

での育児休業等の期間について、健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除にな

る仕組みがありますが、そのことを知っていましたか。次のあてはまる番号１つに○

をつけてください。 

 

１ 育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２ 育児休業給付のみ知っていた 

３ 保険料免除のみ知っていた 

４ 育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 

 

問３０－２ 問３０で「２ 取得した（または取得中である）」に○をつけた方にうかがいます。 

該当しない方は、問３１へお進みください。  

       育児休業取得後に職場復帰しましたか。次のあてはまる番号１つに○をつけてくださ

い。 

 

母  親 父  親 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ 現在も育児休業中である 

３ 育児休業中に離職した 

１ 育児休業取得後、職場に復帰した 

２ 現在も育児休業中である 

３ 育児休業中に離職した 

 

問３０－３ 問３０－２で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」と回答された方にうかがいます。 

       育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所のタイミングでしたか、そ

れ以外でしたか。次のいずれかに○をつけてください。 

       ※年度初めの保育所入所希望で、１～２月頃に復帰して一時的に認可外保育所など

を利用した場合も「１」に含みます。また、年度初めの保育所入所希望だったが、

実際には保育所入所できなかった場合も「１」を選んでください。 

 

 



母  親 父  親 

１ 年度初めの保育所入所に合わせたタイ 

 ミングだった 

２ それ以外だった 

１ 年度初めの保育所入所に合わせたタイ 

 ミングだった 

２ それ以外だった 

 

問３０－４ 育児休業からは、実際にお子さまが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、

お勤め先の育児休業制度の期間内で、何歳何か月のときまで取得を希望されていま

したか。次の□内に数字でご記入ください。 

 

母  親 父  親 

（１）実際の取得期間   □歳  □□か月 

（２）希望の取得期間   □歳  □□か月 

（１）実際の取得期間   □歳  □□か月 

（２）希望の取得期間   □歳  □□か月 

 

問３０－５ お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、希望として

はお子様が何歳何か月のときまで取得したかったですか。□内に数字でご記入くださ

い。 

 

母  親 父  親 

□ 歳  □□ か月まで □ 歳  □□ か月まで 

 

問３０－６ 問３０－４で実際と希望の職場復帰のタイミングが異なる方にうかがいます。 

       希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。次のあてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

 

（１）希望より早く復帰された方 

母  親 父  親 

１ 希望する保育所に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する必要があっ 

 たため 

４ 人事異動等業務の節目の時期に合わせ 

 るため 

５ その他：具体的な理由 

    （                       ） 

１ 希望する保育所に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する必要があっ 

 たため 

４ 人事異動等業務の節目の時期に合わせ 

 るため 

５ その他：具体的な理由 

    （                       ） 



（２）希望より遅く復帰された方 

母  親 父  親 

１ 希望する保育所に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する必要があっ 

 たため 

４ 人事異動等業務の節目の時期に合わせ 

 るため 

５ その他：具体的な理由 

    （                       ） 

１ 希望する保育所に入るため 

２ 配偶者や家族の希望があったため 

３ 経済的な理由で早く復帰する必要があっ 

 たため 

４ 人事異動等業務の節目の時期に合わせ 

 るため 

５ その他：具体的な理由 

    （                       ） 

 

問３０－７ 問３０－２で「１ 育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用されましたか。次のいずれ

かに○をつけてください。 

 

母  親 父  親 

１ 短時間勤務制度を利用した 

２ 短時間勤務制度を利用しなかった 

１ 短時間勤務制度を利用した 

２ 短時間勤務制度を利用しなかった 

 

問３０－８ 問３０－７で「２ 短時間勤務制度を利用しなかった」と回答された方にうかがいます。 

       短時間勤務制度を利用しなかった理由は何ですか。次のあてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

 

母  親 父  親 

１ 職場に短時間勤務制度をとりにくい雰囲 

 気があったため 

２ 仕事が忙しかったため 

３ 短時間勤務にすると給与が減って経済的 

 に苦しくなるため 

４ 短時間勤務にすると保育所入所申請の 

 優先順位が下がるため 

５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制 

 度を利用したため 

６ 配偶者または親族にみてもらえたため 

７ 子育てや家事に専念するために退職した 

 ため 

８ 職場に短時間勤務の制度がなかったた 

１ 職場に短時間勤務制度をとりにくい雰囲 

 気があったため 

２ 仕事が忙しかったため 

３ 短時間勤務にすると給与が減って経済的 

 に苦しくなるため 

４ 短時間勤務にすると保育所入所申請の 

 優先順位が下がるため 

５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制 

 度を利用したため 

６ 配偶者または親族にみてもらえたため 

７ 子育てや家事に専念するために退職した 

 ため 

８ 職場に短時間勤務の制度がなかったた 



  め 

９ 短時間勤務制度を利用できることを知ら 

 なかったため 

１０ その他：具体的内容                     

（                     ） 

  め 

９ 短時間勤務制度を利用できることを知ら 

 なかったため 

１０ その他：具体的内容                     

（                      ） 

 

問３０－９ 問３０－２で「２ 現在も育児休業中である」と回答された方にうかがいます。 

       あて名のお子さまが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳になるま

で育児休業を取得しますか。または、必ず利用できる事業があっても、１歳になる前

に復帰されますか。次のいずれかに○をつけてください。 

 

母  親 父  親 

１ １歳になるまで育児休業を取得したい 

２ １歳になる前に復帰したい 

１ １歳になるまで育児休業を取得したい 

２ １歳になる前に復帰したい 

 

問３１ 仕事と子育てを両立する上で大変だと感じることは何ですか。次のあてはまる番号すべて

に○をつけてください。 

 

１ 仕事で急な残業が入ってしまう 

２ 自分が病気・ケガをしたときや子どもが急に病気になったときに代わりにみてくれる人がいない 

３ 家族の理解と協力が得られない 

４ 職場の理解と協力が得られない 

５ 子どものほかに面倒をみなければならない人がいる 

６ 子どもを預かってもらえる施設（保育園など）が見つからない 

７ 子どもと一緒に過ごす時間が少ない 

８ その他（具体的内容：                                              ） 

９ 特に感じることはない 

 

問３２ あなたが理想であると思われているお子さまの人数についてうかがいます。次の□内に

数字をご記入ください。 

 

理想の子どもの人数   □ 人 

 

問３２－１ 問３２で理想であると思われている子どもの人数より、実際の人数が少ない方にうか

がいます。理想の人数に満たない理由は何ですか。次のあてはまる番号すべてに○

をつけてください。 

 

 



１ 経済的な負担が大きいため 

２ 育児負担が大きいため 

３ 家族・親族の理解と協力が得られないため 

４ 子どもが欲しいけど、できないため 

５ 高年齢での出産に不安があるため 

６ 健康面において問題があるため 

７ その他（具体的理由：                                           ） 

 

問３３ 現在の子育てについてどのように感じられていますか。次のもっともあてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

１ 子育てに喜びや楽しみを感じている 

２ 子育てに生きがいを感じている 

３ 子育てに強い不安や負担を感じている  ⇒  問３３－１へ 

４ その他（具体的内容：                                              ） 

 

問３３－１ 問３３で「３ 子育てに強い不安や負担を感じている」と回答された方にうかがいます。 

       どのような理由で強い不安や負担を感じますか。次のあてはまる番号すべてに○を

つけてください。 
 

１ 子育てや教育にかかる経済的な負担が大きいため 

２ 仕事と子育ての両立が難しいため 

３ 子どもの健康や発達に不安があるため 

４ 地域医療体制に不安があるため 

５ 教育・保育事業が利用しにくいため 

６ 安全な遊び場や児童館など、身近に子どもの居場所がないため 

７ 周囲に相談相手や手助けしてくれる人がいないため 

８ 安全に通園・通学ができる歩道や防犯施設等の整備が進んでいないため 

９ 子どもの教育やいじめが心配なため 

１０ 子どもに関する犯罪や事故が増加しているため 

１１ 身近に自然や伝統文化とふれあう機会がないため 

１２ 自分自身のために、ゆとりの時間等が持てないため 

１３ その他（具体的内容：                                            ） 

 

問３４ あなたが一番望んでいる子育て支援策は何ですか。次のあてはまる番号１つに○をつけ

てください。 
 

１ 保育料（幼稚園を含む）の減免 

２ 児童手当の増額など財政支援の充実 

３ 保育所や幼稚園での一時預かりの実施・充実 



４ 保育所や幼稚園での延長保育の実施・充実 

５ 日曜日及び休日保育の実施・充実 

６ 夜間保育の実施・充実 

７ 病児・病後児保育の実施・充実 

８ 地域子育て支援拠点の整備・充実 

９ 乳幼児等医療支援の拡大 

１０ 安全に通園・通学できる歩道等の整備促進 

１１ 放課後児童クラブ（学童保育）、児童センター（児童館）の整備・充実 

１２ 仕事と子育てが両立できる職場環境の整備・充実 

１３ その他（具体的内容：                                            ） 

 

問３５ 平成２７年度から子ども・子育て支援新制度が本格施行されることを踏まえ、子育て支援

全般に関するご意見等がございましたら、ご自由にご記入ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


